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新学習指導要領の背景

これからの社会

• Society 5.0の実現に向けた急速な技術の進展による社会の急激な変化

• 情報化やグローバル化が進展する社会における予測困難な時代

新しい時代を生きるために

• 自分で課題を見つけて解決策を見出す力や、激しい変化に適応するた
めの資質・能力の育成が必要



東京都「都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）」を受けて
平成31年2月策定 （東京都教育委員会）

グランドデザインの策定

• 学校の教育目標や育成を目指す資質・能力、それらを達成するための教科等にお
ける具体的な評価基準等を可視化した学校の教育活動全般の特色を示し、戦略
的に発信することで、都立高校全体の魅力を効果的に高めていく。

教育課程の編成

• 教育課程の編成に対する学校の基本方針を明確にし、各校において、教育課程
の編成のための具体的な組織と日程を定め、事前の研究や調査を行い、教育課程
を編成する。

カリキュラム・マネジメントの確立

• 学校、地域の実態を適切に把握し、編成した教育課程に基づき組織的かつ計画
的に各学校の教育活動（授業）の質の向上を図る。

新教育課程の編成に当たって



学校の教育目標

育成したい生徒像

育成すべき資質・能力

学校経営計画予想される社会の変化

生徒や学校の現状

東京都「都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）」を受けて
平成31年2月策定 （東京都教育委員会）

グランドデザインの作成
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東京都「都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）」を受けて
平成31年2月策定 （東京都教育委員会）
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示した評価規準



※ 今後、新学習指導要領の実施を踏まえた修正やスクールミッションやスクール・ポリシーの追加等の見直しを行う予定。



※ 今後、新学習指導要領の実施を踏まえた修正やスクールミッションやスクール・ポリシーの追加等の見直しを行う予定。

 
【目標達成度評価基準（ルーブリック）表】 
 

 Ａ（レベル３） Ｂ（レベル２） Ｃ（レベル１） 

知識・技能 
基礎的・基本的な知識及
び技能の定着が確実に
図られている 

基礎的・基本的な知識及
び技能の定着が図られ
ている 

基礎的・基本的な知識及
び技能の定着が十分で
はない 

読 解 力 
テキストから、情報を取
り出し、理解・解釈し、
活用することができる 

テキストから、情報を取
り出し、理解・解釈する
ことができる 

テキストから、情報を取
り出し、理解・解釈が十
分にできていない 

情報活用力 
課題や目的に応じ、必要
な情報を収集・判断・表
現・処理・創造し、活用・
行動することができる 

課題や目的に応じ、必要
な情報を収集・判断・表
現・処理・創造すること
ができる 

情報を収集・判断・表現・
処理・創造が十分にでき
ていない 

論理的思考力 

演繹的思考・帰納的思
考・類推などの方法を使
い、筋道立てて考え、解
決策を導くことができ
る 

演繹的思考・帰納的思
考・類推などの方法を使
い、筋道立てて考えるこ
とができる 

演繹的思考・帰納的思
考・類推などの方法が十
分に使えていない 

課題解決力 
課題を発見し、情報をも
とに判断し、解決するこ
とができ、次の課題につ
なげることができる 

課題を発見し、情報をも
とに判断し、解決するこ
とができる 

課題を発見し、情報をも
とに判断し、解決が十分
にできていない 

発 信 力 

自分の考えを適切に記
述・論述するとともに、
相手の立場に立ち、分か
りやすく伝えることが
できる 

自分の考えを記述・論述
するとともに、分かりや
すく他者に伝えること
ができる 

自分の考えを記述・論述
し、他者に伝えることが
十分にできていない 

自己調整力 

自己の学習目標を適切
に設定し、計画を立てて
意欲的に学習に取り組
むとともに、自己評価に
基づき、積極的に改善を
図ろうとしている 

自己の学習目標を設定
し、計画を立てて学習に
取り組むとともに、自己
評価に基づき、改善を図
ろうとしている 

自己の学習目標を設定
し、計画を立てた学習に
十分に取り組めていな
い。また、改善が十分に
図れていない 

主体性･協働性 
主体性をもって、積極的
に多様な人々と協働し
て学ぶことができる 

主体性をもって、協働し
て学ぶことができる 

主体性をもって、協働し
て学ぶことが十分にで
きていない 

粘り強さ 

問題解決に当たって、多
様な考えを受け入れ、粘
り強く考え、よりよい解
決策を導こうとしてい
る 

問題解決に当たって、あ
きらめずに考え、解決策
を導こうとしている 

問題解決に当たって、す
ぐにあきらめてしまう
など、十分な解決策を導
くころができていない 

 

【小金井北高校の７の取組】 
 
１ 基本的な知識・技能の確実な習得 
・各教科等における基礎・基本の定着 
・文章や図表等を正確に読み解く力の育成 
・様々な事象を多面的・多角的に捉える力の醸成 
・自主学習時間の確保と各教科の課題の精選 

２ 思考力・判断力・表現力の育成 
 ・問題発見・解決のプロセスを取り入れた授業 
 ・記述力・論述力の育成と考査による検証 
 ・すべての授業を通じた言語力の育成 
 ・定期的な小論文指導 
３ 科学技術・理数教育の充実 
・大学等との連携や課外活動等        〔理数〕 
・理数に関するテーマ研究、成果発表     〔理数〕 
・各種科学コンテスト等への参加       〔理数〕 
・プログラミング学習 

４ グローバル人材の育成 
・４技能のバランスのとれた英語教育の指導  〔英語〕 
・JET 等を活用した交流活動         〔英語〕 
・次世代リーダー育成道場等海外留学の奨励 
・海外学校間交流の推進           〔海外〕 
・異文化体験活動の充実           〔海外〕 

５ 探究活動の推進 
・課題解決型授業の実践 
・「総合的な探究の時間」の活用 
・ICT 機器を活用した調査研究・発表活動 
・実験・実習を取り入れた授業 

 ・知識の深化や総合化を図る学習活動の推進 
６ 豊かな人間性の育成 
 ・教養教育の実践              〔進学〕 
・地域と連携した教育活動          〔高大〕 
・学校内外でのボランティア活動の推奨    〔高大〕 

 ・特別活動・部活動を通じた自主自律の育成 
７ 一人一人の進路希望の実現 
・文理バランス良く学習できる教育課程    〔進学〕 
・組織的・体系的なキャリア教育の推進    〔高大〕 
・データに基づく個別の進路指導       〔進学〕 
・長期休業日等での講習・補習の充実 
・個人面談・三者面談による生徒理解 

 
令和３年１１月改訂 



平成30年告示高等学校学習指導要領に対応した
令和７年度大学入学共通テストからの出題教科・科目について

新学習指導要領に対応した大学入学共通テストの出題教科・科目
令和3年3月24日 （独立行政法人大学入試センター）

教 科 グループ 出題科目
国 語 『国語』

地理歴史
『地理総合,地理探究』『歴史総合,日本史探究』『歴史総合,世界史探究』

『地理総合,歴史総合,公共』

公 民 『公共,倫理』『公共,政治・経済』『地理総合,歴史総合,公共』（再掲）

数 学
① 『数学Ⅰ,数学Ａ』『数学Ⅰ』
② 『数学Ⅱ,数学Ｂ,数学Ｃ』

理 科
『物理基礎,化学基礎,生物基礎,地学基礎』

『物理』『化学』『生物』『地学』

外 国 語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』
情 報 『情報』



高等学校情報科担当教員に関する現状について

全国で情報科を担当している教員の24.3％が、臨時免許状または免許外教科担任
長野・栃木・新潟・福島・石川・和歌山・茨城・岐阜の８県では、臨時免許状・免許外
教科担任が情報科を教える教員の過半数

令和3年3月31日更新 （文部科学省）

○ 文部科学省の今後の取組について
 計画的な採用活動を促す
 情報免許状保有教員を活用した配置

の工夫を促進
（遠隔授業等を活用した複数校の兼務

に関する事例等を紹介）

 情報免許状保有教員をはじめ、情報
科担当教員の専門性向上に向けた研
修資料等の活用

 上記に加え、取組等が遅れている都
道府県・指定都市への個別・継続的
な相談・働きかけを実施



新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（審議まとめ）

令和2年11月13日 （新しい時代の初等中等教育の在り方特別部会）

（スクール・ミッションの再定義）

各高等学校の存在意義・社会的役割等の明確化

• 各設置者が、各高等学校の存在意義や社会的役割、目指すべき学校
像をスクール・ミッションとして再定義

（スクール・ポリシーの策定）

各高等学校の入口から出口までの教育活動の指針の策定

• 各高等学校は、高等学校教育の入口から出口までの教育活動を一貫
した体系的なものに再構築するため、「育成を目指す資質・能力に関す
る方針(グラデュエーション・ポリシー)」「教育課程の編成及び実施に関
する方針(カリキュラム・ポリシー)」「入学者の受入れに関する方針(アド
ミッション・ポリシー)」を策定・公表



平成30年告示高等学校学習指導要領を受けて
平成30年3月30日 （文部科学省）

観点別学習状況の評価の観点の整理

• 「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」

高等学校における観点別学習状況の評価

• 指導と評価の一体化を図る中で、パフォーマンス評価を取り入れ、ペー
パーテストの結果に留まらない、多面的な評価を行っていくことが必要。

高等学校における観点別学習状況の評価の充実

• 指導要録の参考様式に各教科・科目の観点別学習状況を記載する欄
が設置

各教科の学習評価の改善点



① 教科横断的な視点

• 教師が連携し、複数の教科等の連携を
図りながら授業をつくる

② 資質・能力を育む指導の
PDCAサイクルの確立

• 教育課程の実施状況を評価してその改
善を図る

③ 開かれた教育課程

• 地域と連携・協働し、よりよい社会を創
るという目標を共有し、目指すべき学校
教育を実現する。

カリキュラム･マネジメント －教育課程を軸とした学校教育の改善・充実－

教育課程の編成

PLAN

学習指導の改善

ACTION

授業を実施

DO

学習状況を評価

CHECK

指導のPDCAサイクル
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